
 

 

■5 周年を祝う会 

１１月 3日（月・祝）、天気予報を裏切って、

とてもよい天気の中、愛逢の家設立 5 周年を

祝う会が、賑やかにとりおこなわれました。 

腕によりをかけた祝い膳は勿論のこと、大正

琴やハンドベルなどの演奏、そして 5 年間の

膨大な記録写真を音楽に乗せて、みんなで一

緒に鑑賞しました。懐かしい映像に 5 年間の

想い出を重ね、また明日からの道しるべを見

出したひと時でした。 

もう一つうれしいことがありました。この節

目の年に「家族会」が産声を上げることがで

きました。まだ、おっぱいを探っている状態

ですが、3 年くらいで歩けるようになるとい

いなと思っています。 

最後になりましたが、ここに無事５周年を迎

えられましたのも、皆さまのおかげと深く感

謝いたしております。今後ともよろしくお願

い申し上げます。 

愛逢の家 管理者  兼行 栄子 
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NPO 法人愛逢では、地域の皆様が日常生活で「困ったなぁ…」と思ったときに、ご相談いただける場所

です。様々な形の【困った時はお互い様精神】が愛逢の掲げる思いとして今日も活動しております。 

ミッション（社会的使命） 
私たちは、多様な生き方が尊重され、誰もが安心して暮らせる地域をつくるため

に、仲間と支えあい（愛）つなぎあ（逢）っていきます 

 

 

愛逢の家の運営委員で、大阪府立大学

看護学部准教授岡本双美子先生が、「第

38回日本死の臨床研究会年次大会」に

おいて、表彰されました。愛逢の家を

テーマに研究された結果が、評価され

たことは協力をさせていただいた当法

人にとっても、たいへん、誇らしいこ

とです。         

おめでとう 

ございます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

  

9 月と 10 月に、スタッフ全体で、勉強会を行いました。9 月

は「愛逢の家ってどんなところ？」(暮らし・住まい・看取

り・連携・地域の視点)というテーマで、意見を出し合い、別

の日に“家族”について話し合いました。意見の数が多い順

では暮らしと看取りに関してでした。また、家族との関係づ

くり、家族が主体となる看取りの支援に関しては、まだまだ

難しさを感じていることも分かりました。 

もう一つの勉強会は“食事”です。愛逢の家には 100 歳を越

える女性が 2 人いますが、段々と食べられる物が少なくな

り、食事も工夫が必要です。そこで、地域の栄養士をお呼び

してソフト食の勉強会を開きました。専用の粉を使いました

が、使い方・分量によっても飲み込みやすさが全く違ったの

で、きちんと勉強する必要性を改めて感じました。 

これからも、勉強会で学んだことを日々のケアに 

活かしながら暮らしの環境を整え、家族の方と 

一緒に愛逢の家を支えていきたいと思います。 

（西山） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

8 月 3日（日）小中島会館で「見守られ上手に

なるために」がテーマの全体研修に、参加し

ました。助け合い活動の原点を学び、いろい

ろ意見を出し合ったりしてみて、自分自身が

友達や近所の方にいっぱい助けられていたの

だ…と改めて実感しました。 

２つのグループにわかれ、小中島における助

け合いのマップ作りのワークをしたのです

が、時間の都合で、できなかった項目があっ

たので、ぜひ次回の研修で取り組みたいと思

いました。（高橋） 

 

 

 

 10 月 8 日、多世代交流の場として、コープこうべとの協働で 

地域の居場所「ふれ愛そのだ～ぼちぼち～」がスタートしました。 

コープこうべ園田１階のコミュニケーションコーナーを活用して、

当面、第 2・4 水曜日の午後に開設します。  

なにもしなくても一日ほっこりと、高齢者や学校になじめない子ど

もたちが、安心して過ごせる地域の「居場所」になれば、いいなぁ

と思います。長年の生活体験から培われた、智恵や経験が活かされ、

活き活きと定年後の第二の人生を踏み出す場として、活用されるこ

とにつながればとも思います。 

どんな「居場所」になっていくのか、まずは走りながら、その都度

立ち止まり考え、また走り出すの繰り返しになるのでしょうが、人

生を終えるまで、「家に引きこもりっきりにならなくてすむ」地域づ

くりの第一歩を、まずは踏み出したということが言えるでしょう。

地域の人にとって、「ふれ愛そのだ～ぼちぼち～」の開設日が待ち遠

しいと思ってもらえる様な日が、一日でも早くくるように…。最後

に、この活動を通じて、新たな人と組織の関係が生まれ、当法人の

これからの活動に大きな幅をもたせてくれるものと、大いに期待し

ています。                  （長谷川） 

☆

 

 

 

 

 

 

10月 29日（日）小中島会館にて、公益財団

法人さわやか財団インストラクターで、NPO法

人 WAC ゆずり葉理事長である桑山信子さんを

お招きして、介護保険制度の改正とその課題

について、お話いただきました。 

来年から 3 年かけて、介護保険制度の見直し

が行われます。財源を支えきれなくなる前に、

明確に提示してほしい。入居施設やディサー

ビスに「奪われた」住民を地域へ奪い返しませ

んか？そのために必要なことを課題として認

識し、どう動けばいいかを考えてみましょう。 

高齢者、障がい者に関係なく、誰かが誰かのた

めに、できることで支え合う地域のコミュニ

ケーションを「地域ファミリー」つまり地域住

民だから「プロの住民」として、地域に溶け込

んで動けます。また公的な施設と、制度外の支

援を行っている団体が、地域を超えて、 

安心して住み続けることのできるネットワー

クづくりを目指しましょう。 

まずは、そのキーパーソンとなる地域コーデ

ィネーターの養成に力を入れていきたいと思

っています。 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

兵庫県教育委員会が提唱し、中学 2 年生を対象に、職場体験、 

福祉体験、勤労生産活動など、地域での様々な体験活動を通じて、 

働くことの意義、楽しさを実感したり、 社会の一員としての 

自覚を高めるため行われています。愛逢でも 3 人の生徒さんの 

活動の受け入れを行いました。活動した生徒の感想です。 

 

○たくさんのことを学ぶことが 

できて楽しかったです！！杏優 

○料理やそうじなどいろんな体験が 

できてよかったです。吉村 茉由子 

○お年寄りの方に「ありがとう」を 

言ってもらえてうれしかったです。田中 亜花音 

 

 

 

 



 

 今年も残り少なくなり、年の暮れの我が家の恒例行事が始まります。御節（おせ

ち）料理です。今まで 29 日から準備、そして、下ごしらえをしていました。買い

物は市場（今はス－パ－）に何度も足を運び、31 日の朝から料理をしていました。

NHK の紅白歌合戦が始まると、五段重の重箱に詰め、テレビを観ながら、年越し

そばをいただきます。除夜の鐘をテレビで聞き、家族全員で年を越し「おめでと

う、今年もよろしくね」と、新年の挨拶をしていました。最近は、老夫婦だけにな

り、五段重は二段重になり、煮しめだけは我が家で作りますが、あとは百貨店で買

い求めることが多くなりました。テレビもあまり遅くまでは、観なくなりました。

また正月は、お屠蘇でお祝いをしていましたが、今ではその道具も箱にしまってい

ます。我が家で正月の行事として続いているのは、2 日は必ず神社に初詣をして、

古いお札（ふだ）を納め新しいお札（ふだ）をいただき、 

今年 1 年の家族の無事をお祈りします。 

みなさま、どうぞ良いお年を、お迎えください。（ひまわり） 

 

 

 

■日 時：2015 年 1 月 24 日（土） 

8 時 30 分～16 時 30 分（予定） 

■目的地：淡路島 

■参加費：5,000 円  

※バス代・昼食費・いちご狩り代 

■詳細は、NPO 法人愛逢にお問い合わせ 

ください ➡TEL：06-6493-1424 
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上記の期間、事務所は、お休みとさせて 

いただきます。 

◆お問い合わせ◆ 

・年末：12月 29日（月）17時まで 

・年始：1月 5日（月）9時から 

以上、よろしくお願いいたします。 

※なお、配食サービスは、12月 27日～ 

1月 4日までお休みいたします 

 

今年も配食サービス部門から、愛逢特製の

お節料理を提供させていただきます。配食

の調理スタッフが、心を込めて作って、みな

さまのところにお届けいたします。 

どうぞご利用ください。 

 

 

 

 

 

一緒にお餅をついて、まるめて、食べま

しょう～♪みんなきてくださ～い♪ 

待ってま～ッす♪ 

■NPO法人愛逢 

設立 10周年記念！ 

紅白のお餅も 

ふるまいますよ～♪ 

 
 




